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島根県ケアマネジャー大会に参加して

「ケアマネジメントの原点に還る」
～各フィール トからのメッセージ～

グループホームしんわ

lJ式 洋 子
タイドルに慧力れて参加した研修大会は :=ス 事例発

表 研究発表 バネルデスカッションとそれぞれ, 私連
が直面していて言えていかなければならない閲題について

ζ察されており とてもも者になつました
文講洟者の楽しく話されるお術に息き込まれ ヽ運が日々
利用者に捨していく役
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ない 利用者の人権を尊重していく姿勢0愛情 eC験0
美億など私達が費えやすい様に工夫もして頂きました 介
機は欲を支援すること荻 切 との言葉が残っていまま

壼篠に資料のфの
'過
去,と「他人Jは貰えれな|、 しかし 「将来Jと「e分Jは変えられる の言責に重気

と希望を●|え 明日から利霜者のよりよいケアマネシメントを目指して使用者に向き合っていこうと8いました
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～松江市ケアマネジャー研修会に参加して～

な妻 居宅介護支援事業所

安 達 承 子

介輌支握専門員の利用者主体 自立支援の視点なるある目的で 1月 m8に研修含がありました 轟
'ξ

会の開催

に先立ち 昨年の 2月に
'一
語業所―各蓼加―II例の提出 1という事て室内があり 1月

`8ま
でに事例を提出

しての移

"で

した

年末年始のにしい鴫期にお例を■くという●は大変てした水 手例シートに従つて内容を記入していくという
「

単を行う3でフセスメントの結霙が褒理され 問題点うヽ しなつ費えてくるのを悪しました

研修去は譲馴毬手先生の で気づきの

“

例検討会 Jを薔奪に 0～ 7人のフルーフに分かれての口例検討を中じとし

たものてした グループの中から選ばれた 1つの3例についてヨ会者が進行総となり 他のメンパーが事例提出

者に事例についての質問をしていきながら―躇にもえていくという内容でした

B輌スーバーバイスを受する緯会がなかなかない中 今回のようない例検討の研修会がこtu敏包活の範回や各事業

所内で定期的に開かれるようになれば 横のつながりも広がり 共に実鉄力を高めていく3●rできるのではないか

と憲いました

松江市ケアマネジャー研修会に参力0して

金労済在宅介護サービスセンターほぼえみ

内 回 正 樹

2月 208(■ 1'効興的創
=当
者去藤をするためにJと題して 立正

大学の国光教授を講師に迎えての研修会に釜力1してきました

平威 1,年度の制度改正でのケアマネジメントの霙惨のфて ,アカ

ンフ,レンスが不十つとのコ価があり 制度
“

症後の開催頸度は高く

なっていることが分かりました
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えすの関確」として行0ていると形諄化するおそれもあることが分かo
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今回の研膠では 担当者会議は チームカンフアレンスであるという見本に立ちかえり 開催までのフ●セスや

運営のポイント息去等を学習することが出来ました

また '担当者会議ワークシート」をiJ用し 燿了した会議を検

[[することも
`裏
だということも学びました

こ自身 担当者会誨の運営 (霰閉)は 毎回:'行
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です 今
回の研修を今後の室鶴に生かせたらと用います



～クアマネツャーのための日知症研修に参加に
 ヽ● ● ■ ‐ ● ● 咆 知症への総合●ケカ  ・ , ・ ・ ‐ .・ ・

訪l・晴 護ステーションやすらぎ

加 藤 典 子

'月 ''日
(未)|ヽきいきフラザに於いて開催された 福記●|●憾会に参加しま

した 0議支援専ll員を始め 功 ′―プホームの購員等 2'3近くの會加者でした

こころの診綴所の・ IB先生から 輌神医争における認知症のあり方 苅施の変
化についてお入

=1分
から惹きこまれる内容でした 蘭景に者年期の喪失体厳があ

り 長い人生の歴史 しのあり懇を聞くこと 配慮することが後々のケアに役立
ち墾がって行くことの大切さを再腕議しました

また 早期静断 対つの必要性は理解していま
,,■ 初期認痢症螢候観察リスト (OtD)の項自い長υ lヨ簡男スケール●利用
できる手嬢をヽたちが持ち 医療に,蟄1責早期に診断 治擦を開始するため,アー
トキーバーとしての役コと同時に職しさも実感しました また 藤達 亀体状況の
変化等で生じる せん妄について 綸間通饉に於いては実際に追遇する可能性ち高
く 早期に焚化に気づきお燎に16びつくよう観察のII要性を感しましF_
生適そのものをケアとして相立て こ本人 御家族が詢忘れはあっても充実蓼を,憲ら す0して善ら●●るようこ
支援をしていくことが高齢者の0藤を支えるケフつ確立につなが,ていくと研修を通して懇しまた 奏なしていき
たいと思いました

ちよっと一息

部屋に入るとき…
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ックJ ①打0こと たたくこと ②訪筒や入室を知らせる台図
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を軽くたたくこと O野球で,備鱒雹

0しめ野手に向けてボールを,つこと ここで1コの「ノックリについてお話をさせていただきま■
ドフを聞けるときには必すノックをしますよ軋
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れから入りますよ,という8図になるわけですよ ノック

の8図とともにΦの人は体塾を菫えることができて
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を逗すことになつます

「徊回1,いて入りますか?Jこの餞いに多くの人から「2口0く Jという吝えかかえoてきました

一般的になつていますが これは日本だけで「ノック」には
'1く
回数で意味が■います

2回  トイレフック トイレに人が入0ているときはこれ

'口
…フライベートフック 恋人や夫鴨の:]属に入る前にはこちら
(口 正式ノック 仕事や人の家を訪ねたときに使います

日本での
'ソ
ックJは ,口ても理解されそうですが

でも `ロツックはしにくいかもで
~ヽ

公式な働訴や海外などへ出掛け●.場にはご注意を11

足立 新之,

編集後記
ケアマネの皆さん 最近国りことはありませんか 私●訪問先の玄間で利用者の8前を呼んでも聞こえ
ず なかなか出て来てくれないことで, 特にここ数日は冬手方リンピック中路をポリコームを上げて見
入っていうせいか 全く気jlヽてくれ患せ ●
とは言え 日本のメダルの叡は少なOVすれど ど0選手t輝いていましたね
我な ケアマネも内面t外面も輝tヽていたいものですね (S'■ )


